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気
候
に
恵
ま
れ
た
五
月
の
連
休
、

私
た
ち
「
京
風
」
グ
ル
ー
プ
は
宇

治
市
親
善
協
会
の
お
か
げ
で
カ
ム

ル
ー
プ
ス
市
で
の
交
流
演
奏
会
を

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日
系

人
会
に
よ
る
演
奏
会
の
万
全
の
準

備
と
、
美
味
し
い
日
本
の
夕
食
パ

ー
テ
ィ
の
歓
迎
、
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
温
か

い
も
て
な
し
、
す
べ
て
の
暖
か
い

歓
迎
振
日
ソ
に
一
同
、
感
謝
感
激
の

連
続
で
し
た
。
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＊
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＊
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カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
バ
ン
ク
ー

バ
ー
か
ら
東
に
三
〇
〇
キ
ロ
に
あ

る
、
人
口
八
万
五
千
人
の
町
、
周

り
は
山
に
囲
ま
れ
、
市
の
中
央
に

ト
ン
プ
ソ
ン
川
が
流
れ
、
市
庁
舎

の
近
く
の
川
べ
り
に
宇
治
の
丘
が

あ
り
、
宇
治
市
を
思
わ
せ
る
風
光

明
媚
な
町
で
穏
や
か
な
風
景
は
私

た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
町
で
も

あ
り
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
カ
ー

リ
ン
グ
、
ス
キ
ー
、
野
球
、
ゴ
ル

フ
、
サ
ッ
カ
ー
、
乗
馬
等
の
競
技

場
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
美

し
い
山
々
や
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ

ッ
キ
ー
を
小
型
に
し
た
よ
う
な
自

然
の
芸
術
的
な
岩
山
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。

三
泊
四
日
の
短
い
滞
在
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
二
日
目
の
演
奏
会
、

三
日
目
の
日
本
文
化
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
三
日
目
の
子
供
の
日
コ
ン

サ
ー
ト
と
、
毎
日
の
交
流
を
楽
し

み
な
が
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

大
ら
か
な
明
る
い
人
柄
に
触
れ
て

感
動
し
た
り
、
学
ん
だ
り
、
満
足

の
日
々
で
し
た
。
カ
ム
ル
ー
プ
ス

郊
外
の
市
長
さ
ん
の
裏
山
の
ホ
ー

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
全
員
は
じ

め
て
の
経
験
で
、
馬
の
背
は
思
っ

た
よ
り
高
く
見
晴
ら
し
よ
く
気
持

ち
の
良
い
も
の
で
し
た
。
賢
い
馬

は
列
を
乱
さ
ず
森
の
中
を
散
歩
す

る
、
楽
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
良
い
恩
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

演
奏
会
に
は
、
観
客
一
体
の
合

唱
も
あ
り
満
員
盛
況
の
も
と
で
終

え
、
翌
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

お
茶
、
生
け
花
、
書
道
、
邦
楽
器
、

特
に
名
前
を
漢
字
に
換
え
て
筆
で

半
紙
に
書
く
の
は
、
行
列
が
出
来

た
ほ
ど
の
盛
況
振
り
で
し
た
。
日

本
の
民
謡
に
よ
る
手
踊
り
で
、
全

員
輪
に
な
り
親
善
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
の
を
嬉
し
く
恩
い
ま
し
た
。

日
系
人
会
の
活
動
は
盛
ん
で
皆
さ

ん
が
和
気
あ
い
あ
い
と
、
日
本
の

文
化
を
伝
え
、
誇
り
に
思
い
、
大

切
に
守
っ
て
お
ら
れ
、
改
め
て
日

本
の
良
さ
を
恩
い
な
お
し
て
釆
ま

し
た
。帰
途
に
着
く
私
た
ち
と
抱
き
合

っ
て
別
れ
を
惜
し
み
、
抑
え
き
れ

な
い
涙
が
込
み
上
げ
、
「
い
つ
ま

で
も
、
お
元
気
で
、
又
…
」
と
感

謝
で
一
杯
で
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
草
の
根
の
交
流
を

読
け
て
こ
ら
れ
た
宇
治
市
に
は
敬

服
す
る
と
共
に
、
今
後
と
も
私
た

ち
の
得
た
感
動
を
、
多
く
の
市
民

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



第32号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＵＩ ＦＡニュース

国際交流講演会

「見てきた中米・ホンデュラス」
神崎　　勝氏

今年度の国際交流講演会は、6月1［］（土）に、元毎

日新聞宇治支局長の神崎勝氏をお迎えして開催しまし
た。神崎氏は毎日新聞を定年退職後、ＪＩＣＡ（国際協力

事業団）「シニア海外ボランティア」の総合的な販売

促進・広報活動を指導する任務を負って、中米のホン

デュラスへ派遣されました。講演の中で、スライドを
交えながら活動の内容や現地での生活などについて、

また、年齢や語学力、技術に対する不安よりも、実際

に行動することの大切さ

を述べられました。私た

ちに、人生を前向きに生

きることを考えさせてく

れる、大変すばらしい講

演でした。どうもありが

とうございました。

平成14年度　収支予算

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
平
成

十
四
年
度
理
事
会
・
総
会
が
、
六
月

一
日
に
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
二
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

ま
ず
、
平
成
十
三
年
度
事
業
報

告
案
お
よ
び
収
支
決
算
案
が
あ
わ

せ
て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
、
平
成
十
四
年
度
事
業

計
画
案
お
よ
び
予
算
案
が
あ
わ
せ

て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
収
支
決
算
お
よ
び

平
成
十
四
年
度
予
算
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

総
会
の
中
で
、
協
会
会
員
数
の

増
に
向
け
た
取
り
組
み
や
協
会
設

立
十
五
周
年
記
念
事
業
の
提
案
な

ど
、
様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
協
会
事

業
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
恩
い

ま
す
。

平成13年度　収支決算
（単位　円）　収入の部

項　　 目 当 初 予 算 額 前 年 度 予算 額 説　　　　　 明

1 ． 会　 費 84 5 ，0 0 0 8 2 5 ，0 0 0 1 ． 個 人 全 員　 ＠ 乳 0 00 × 2 3 0　　　　　 4 6 0 ，0 0 0

2　 団 体 会 員　 ＠ 5 ，0 00 × 2 5　　　　　 1 2 5 ，0 0 0

3 ． 法 人 会 員　 ＠ 10 ，00 0 × 2 5　　　　　 2 5 0 ，0 0 0

4 ． 過 年 度 分　　　　　　　　　　　　 1 0 ，0 0 0

2　 補 助 金 3 ，20 0 ，0 0 0 3 ，2 0 0 ，0 0 0 1 ． 宇 治 市 補 助　　　　　　　　　 1，0 0 0 ，0 0 0

2 ． 訪 問 団 派 遣 事 業 補 助　　　　　　 2 ，0 0 0 ．0 0 0

3 ． 京 都 府 国 際 セ ン タ ー 助 成　　　　　 2 0 0 ．0 0 0

3 ． 負 担 金 4 0 0 ，0 0 0 3 0 0 ，0 0 0 1 ． 語 学 講 座 参 加 者 負 担 金　　　　　 4 0 0 ．0 0 0

＠ 1 0 ，0 0 0 × 4 0

4　 繰 入 金 5 0 1 ，64 2 1　 協 会 設 立 記 念 車 業 積 立 金　　　　　 5 0 1，6 4 2

5　 雑　 入 1 ，00 0 1，0 0 0 1　 預 金 利 息 等

6 ． 繰 越 金 8 0 8 ，49 3 54 3，3 9 0

合　 計 5 ，7 5 6 ，13 5 4 ，8 69 ，9 3 0

（単付　円）

項　　 目 当 初 予 算 額 収 入 済 額 説　　　　　 明

1 ． 会　 費 8 2 5 0 0 0 8 3 1 ，0 0 0 1 ． 個 人 会 員　 ＠ 2 ，0 0 0 × 2 2 8　　　　　 4 5 1 ．0 0 0

＠ 1 ，0 0 0 × 1

2 ． 団 体 会 員　 ㊥ 5 ，0 0 0 × 2 9　　　　　 14 5 ，0 0 0

3 ． 法 人 会 且　 ＠ 10 ，0 0 0 × 2 3　　　　　 2 3 0 ，0 0 0

4　 過 年 度 分　　　　　　　　　　　　　 5 ，0 0 0

2 ． 補 助 金 3 ．2 0 0 ，0 0 0 3 ，0 2 0 ，9 2 3 1 ． 宇 治 市 補 助　　　　　　　　　　 1 ，0 0 0 ．0 0 0

2 ． 訪 問 博 派 遣 事 業 補 助　　　　　 1 ，8 8 5 ，9 2 3

3 ． 京 都 府 国 際 セ ン タ ー 助 成　　　　 1 0 0 ，0 0 0

4　 生 涯 学 習 セ ン タ ー 助 成　　　　　　 3 5 ，0 0 0

3 ． 負 担 金 3 0 0 ，0 0 0 5 6 4 ，3 4 0 1 ． 語 学 講 座 参 加 者 負 担 金　　　　　　 3 4 6 ，0 0 0

英 語 3 0 名　 ス ペ イ ン 語 1 5 名

2 ． 映 画 上 映 会 負 担 金　　　　　　　　 8 9 ，0 0 0

＠ 5 0 0 × 1 7 8

3 ． 公 式 訪 問 団 交 流 会 負 担 金　　　　 1 2 9 ，3 4 0

4 ． 雑　 入 1 ，0 0 0 4 ．1 8 9 1 ． 預 金 利 息 等

5 ． 繰 越 金 54 3 ，9 3 0 5 4 3 ，9 3 0 1 ． 前 年 度 繰 越 金

合　 計 4 ，8 6 乳 9 3 0 4 ．9 6 4 ，3 8 2

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

項　　 目 当 初 予 算 額 前 年 度 予 算 額 説　　　　　 明

1 ． 会 議 費 5 0 ．0 0 0 5 0 ，00 0
1 ． 総 会 案 内 送 刑　　　　　　　　　　　 2 5 ，00 0

2　 総 会 出 欠 は か き　　　　　　　　　 2 5 ，00 0

2 ． 報 償 費 1 0 0 ，0 0 0 10 0 ，00 0 1 ． 講 演 会 講 師 謝 礼 等　　　　　　　 10 0 ，00 0

3 ． 事 務 費 2 5 0 ，0 0 0 15 0 ．00 0 1 ． 消 耗 品 賀　　　　　　　　　　　　 10 0 ．00 0

2 ． 通 信 運 搬 費　　　　　　　　　　　 10 0 ．00 0

3 ． 印 刷 製 本 費　　　　　　　　　　　 5 0 ，0 0 0

4　 事 業 費 5 ，1 5 1 ，6 4 2 4 ，4 3 0 ，0 0 0 1 ． 会 報 発 行 （4 回 ）　　　　　　　　　 3 0 0 ，0 0 0

2 ． 語 学 講 座　　　　　　　　　　　　 5 0 0 ，0 0 0

3 ． 日 本 語 基 礎 講 座　　　　　　　　　 5 0 0 ，0 0 0

4 ． ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座　　　　　 1 0 0 ，0 0 0

5 ． 提 携 事 業　　　　　　　　　　　　 3 0 0 ，0 0 0

6 ． 友 好 都 市 交 流 事 業　　　　　　　 2 ，0 0 0 ．0 0 0

7 ． 留 学 生 探 訪 ツ ア ー　　　　　　　　 4 0 0 ，0 0 0

8 ． 来 訪 者 歓 迎　　　　　　　　　　　 3 0 0 ，0 0 0

9　 ホ ー ム ペ ー シ管 理 費　　　　　　　 5 0 ，0 0 0

10 ． 会 員 研 修　　　　　　　　　　　　 2 0 0 ，0 0 0

1 1． 1 5 周 年 記 念 事 業　　　　　　　　　 5 0 1 ，6 4 2

5 ． 予 備 費 20 4 ，4 9 3 1 3 9 ，9 3 0

合　 計 5 ，7 5 6 ，1 3 5 4 ，8 6 9，9 3 0

項　 目 当 初 予 算 額 支 出 済 勧 説　　　　　 明

1 ． 会 議 費 5 0 ，0 0 0 3 1 ．1 2 5 1 ． 総 会 案 内 送 刃　　　　　　　　　　 18 ．6 2 5

2 ． 総 会 出 欠 は が き　　　　　　　　　 12 ．5 0 0

2 ． 報 償 費 10 0 ，0 0 0 0

3 ． 事 務 費 15 0 ，0 0 0 1 13 ，0 8 7 1 ． 消 耗 品 費　　　　　　　　　　　　　 64 ，2 2 3

2 ． 通 信 運 搬 費　　　　　　　　　　　 37 ，0 0 0

3 ． 印 刷 製 本 費　　　　　　　　　　　 11 ，8 6 4

4 ． 事 業 費 4 ，4 3 0 ．0 0 0 4 ，0 11 ，6 7 7 1 ． 会 報 発 寺丁 （4 回 ）　　　　　　　　　 2 57 ，8 6 0

2 ． 語 学 講 座　　　　　　　　　　　　 4 25 ，4 1 5

3　 日 本 語 基 礎 講 座　　　　　　　　　 50 0 ，0 0 0

4　 ホ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座　　　　　　　 り 6 1

5　 提 携 事 業　　　　　　　　　　　 14 1 ，00 0

6 ． 友 好 都 市 交 流 事 業　　　　　　　 1 ．8 8 5 ，92 3

7 ． 留 学 生 探 言か ノ ア ー　　　　　　　 18 2 ，33 6

8 ． 来 訪 者 歓 迎　　　　　　　　　　 1 7 2 ，92 4

9 ． 映 画 上 映 会　　　　　　　　　　　 2 0 0 ，3 2 5

1 0． ホ ー ム ペ ー シ 開 設　　　　　　　　 2 1 8 ，10 0

1 1 会 員 研 修　　　　　　　　　　　　 2 6 ，0 3 3

5 ． 予 備 費 1 39 ，9 3 0 0

合　 計 4 ，8 69 ，9 3 0 4 ．1 5 5 ，8 8 9

※収入済勧4，964，382円から支出済額4．155，889円を差し引いた残額808，493円は翌年度に繰り越します。



（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＵＩ ＦＡニュース 第32号

醜悪摘掛激職掛泄髄鞘即墟鵬蝕

ＬｉｆｅｉｎＪａｐａｎ．
Ｔａｍａｒａ Ｆｏｓｔｅｒ

日本でのこの一年を振り返って、私は思わず微笑んでしまいます。私にとって
は、何と驚くべき経験だったことでしよう。実のところは、無理をして合わせた
り、例えば言葉が分からなくて挫折感を味わったり落ち込んだりした時もありま
した。でも、私にとってこの経験が嫌になることはありませんでした。
日本は素晴らしかったです。そして一番愛すべき思い出を胸に去るでしよう。
市役所の皆さんへ，毎日毎日私が気持ちよく過ごせるように心から気を配ってく
れてありがとうございます。そして、あなた方と共に働く機会を与えてくださっ
たことを感謝しています。
お互いに影響しあった素晴らしい友人とすべての生徒たちへ，うまく説明でき
ないぐらい感動しました。決してあなたたちを忘れないでしょう1私は個人と
してここで成長しました。そして、カナダに帰って、私の国の人々と日本とカナ
ダの似た部分を共有するでしょう。
宇治市の皆さんへ，あなたの街を誇りに思ってください。私は一年間美しい街
で暮らせたことを光栄に思います。
私はポジティブな気持ちでここを発ちます。本当にありがとうございました。

Ｋｅｖｉｎ ＷａＩｋｅｒ

私は日本に来てからすつと、出来るだけ日本の文化を学び、観察し、そして参
加しようとしてきました。それは、楽しかったり、がっかりしたり、驚いたり、
共感できる、興味深い緯験です。日本の人々は、外国語を話すことがもともと得
意ではないにもかかわらず、それを越えて友情を育むことが出来て、私は感動し
ました。私が始めに（日本語で）こんにちはと言うと、時々人々はとても恥ずか
しかったリ、驚いたりします。
日本は私にとって、とても興味深いです。なぜなら、日本人は「現代的」であ
るにもかかわらず、古い伝統や風習に影響を受けているからです。私は神社の中
で「携帯」を使う人を見るのが楽しいです。
私は日本人が外国の文化に興味を持っていることに感銘を覚えます。カナダ
は多くの文化から成り立っているので、おそらく私たちはあえて「外国文化」
に触れようと思わないのかもしれません。
私は、日本の人々がこれからずつと国際的に
なり、多くの新しい国の言語（英語、フラン
ス語、韓国語、スペイン語など…）を学ぶ
ことを期待しています。

串0
0

0

0

0

Ｃ＝＞Ｃ＝〉Ｃ＝〉Ｃ＝〉 傘 ⊂⊃Ｃ⊃・Ｃ＝〉Ｃ＝〉

日本での生活
Ｄａｖｅ Ｌｕ

見六二日には、日本人でないことがばれないタト国人と
して日本で暮らすことは、ごく控えめに言っても興味
深い経験でし六二。世界中の民族から成り立つ国家であ
るアメリカへ移民し六二台湾入として、流暢な英語と片
言の日本語で日本人と会話する時の彼らの反応に、私
は慣れませんでし六二。私が口を開いて話し始め六二時、
驚いて静かに恵をのむ人々の姿を私は何度も目に
しまし1こ。もつと極端な場合には、故意ではなく、

癖
ｎ

Ｕ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

しかしいっそうひどく、私が日本人である
期待を抱く人々を恐がらせてしまうのです。この

0

0

0

0

0

簑傘
ような状況に何度も遭遇し、日本でのこの1年間の私
の生活を特徴づけるものとなりまし1こ。フフメリカと日
本の文化の違いは、私を今なお驚かせ続け、今年の大
部分の時間を日本社会で過ごしているという現実を心
地よく気付かされ、大変幸せです。
公共の場で、私が友運と英語ま六二は中国語で話すと
き、これからも人々は疑い深い眼差しを向けるでしょ
う。しか、しながら私は、このような出来事に出くオ⊃す
ことがいずれ相互三哩解の経験になるであろうと、安心

車
しています。

く二二〉Ｃ⊃Ｃ⊃く＝：）

0

0

0

0

0

昨
年
の
八
月
か
ら
宇
治
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
で
英
語
を
教

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
四
名
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
　
（
英
語
指
導
助
手
）
　
の

う
ち
、
ケ
ビ
ン
さ
ん
を
除
く
三
名
が
七
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
へ

帰
国
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
さ
ん
に
こ
の
一
年
の
宇
治

市
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
タ
マ
ラ
さ
ん
、

ナ
デ
ィ
ン
さ
ん
、
デ
イ
ブ
さ
ん
、
一
年
間
本
当
に
あ
日
ソ
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

鮮瀞瀞結畑聴描締馳地舶敵船撒

…
稚
誰
ｍ
Ｗ
ｕ
螺
甑
廟
　
　
議
ｍ
縮
腑
憾
麒

▲左から、ケビンさん、タマラさん、ナディン
さん、デイブさん

ＭＹ ｔｉｍｅｉｎＪａｐａｎ．

Ｎａｄｉｎｅ Ｗａｌｋｅｒ

私は、日本でのこの一年を本当に楽しみました。そし

て私自身、新しい人々と会うことによって、多くの新し
いことやエキサイティングなことを発見することができ

ました。
ここでの滞在で一番良かったことの一つは、私が得た

すばらしい友情です。これらの友情は文化的に新しく、

エキサイティングであるだけでなく、大切なものです。

私が去った後も、私たちは友達であり続けると思います。

違いを共有することは楽しいけれど、私たちはしばし
ば似ている部分や分かり合うことができる共通のものを

見つけることができます。私は、日本の新しい友達が私

と同じくらい一緒に楽しんでくれたことを願っています。

できれば、彼らがカナダに来て私を訪ね、カナダで－
い経験をしたいです1　私はここ

した時間とすばらしい友情を大

切にします。
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啓
発
・
研
修
事
業

い
た
だ
き
ま
し
た
。

容
を
検
討
中
で
す
。

今
年
度
も
内

十
月
頃
の
開

年
四
回
、
約
五
〇
〇
部
を
発
行

し
、
会
員
の
皆
様
や
関
係
団
体
に

お
配
り
し
ま
す
。

今
後
、
よ
り
一
層
内
容
の
充
実

を
図
り
、
楽
し
い
紙
面
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
恩
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
当
協
会
や
国
際
親
善
な
ど
に

関
す
る
こ
と
で
、
体
験
談
や
ご
意

見
な
ど
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
記

事
の
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
五
月

京
鳳
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問
団

平
成
十
四
年
六
月

宇
治
市
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
公
式

訪
問
団

平
成
十
四
年
八
月

Ｇ
－
Ｏ
ｂ
ａ
－
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
Ｏ
ｒ
ｋ
 
ｆ
Ｏ
ｒ
 
Ｗ
Ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問
団

象
と
し
た
日
本
語
講
座
を
宇
治
国

際
交
流
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
で
開
催

し
ま
す
。

当
協
会
が
目
指
す
市
民
の
草
の

根
交
流
の
核
と
な
る
人
を
養
成
す

る
た
め
に
会
員
及
び
市
民
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
座
で
国

際
交
流
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
交
流
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
恩
い
ま
す
。

開
催
時
期
は
秋
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

平
成
十
四
年
十
月

成
陽
市
公
式
訪
問
団

宇
治
市
の
観
光
や
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
通
じ
て
宇
治
市
内
の
外
国

人
留
学
生
等
に
宇
治
市
を
紹
介
し
、

宇
治
市
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
市
民
の
相
互
理
解
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
ま
す
。
開
催
時
期

は
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業

昨
年
は
、
英
語
の
入
門
～
初
級

コ
ー
ス
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
初
級
コ

ー
ス
を
実
施
し
、
大
変
ご
好
評
を

交
流
推
進
事
業

中
国
か
ら
の
帰
国
者
を
対
象
と

し
た
日
本
語
基
礎
講
座
を
開
催
し
、

語
学
力
の
向
上
と
友
好
を
深
め
ま

す
。宇

治
市
内
在
住
の
外
国
人
を
対

個別酬掴㌣

脳馳帽吻価盛担
外国の家庭料理を学習し、手作りの楽しさを味わう

とともに、食生活を通して伝統文化を学び、その国へ
の理解を深めましょう。

参加者募集

日　時　平成14年7月19日（金）
9　30～14：00

場　所　宇治市木幡公民館（ＴＥＬ32－8290）

講　師　スリランカ友の会のメンバー

参加費　一人500円　当日納入願います。

（手作りケーキ＆紅茶付）

持ち物　エプロン・三角巾・手拭タオル

定　員　25名（先着順）

申込方法　平成14年7月11日（木）より
スリランカ友の会ＴＥＬ32－277

ＦＡＸ33－737

主　催　スリランカ友の会

後　援　宇治市国際親善協会
ｋＨ酬。．．。．附脚。側．

字鯛脚会零細亀
世界の料理教室
日　時：平成14年7月4日（木）

18：00へ′21：00

場　所：宇治公民館
内　容：インドネシア料理・日本料理
費　用：500円

ボランティア募集
毎週木曜日、10：00～11：00または
18：30～20：00に日本語を教えてくだ
さるボランティアを募集します。

お問い合わせは伊勢村喜久子さん（Ｔ［Ｌ＆ＦＡＸ43－1715）まで

平
成
十
四
年
度
の
会
費
の

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
当

協
会
の
運
営
は
皆
様
の
会
費

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
会
の
運
営
や
活
動
を
活

発
に
す
る
た
め
に
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

螢
∵
螢
個
人
会
員
　
二
千
円

団
体
会
員
　
五
千
円

法
人
会
員
一
万
円

振
込
先
京
都
銀
行
…

宇
治
支
店
・
普
通
預
金
＝

6
7
8
4
5
9

＊
い
ず
れ
も
受
取
人
は
『
宇

治
市
国
際
親
善
協
会
』
で
す
。

▼
今
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
、

日
韓
共
催
で
行

わ
れ
て
い
る
。

赤
・
青
・
黄
・

白
・
緑
、
色
と

り
ど
り
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
ピ

ッ
チ
狭
Ｌ
と
躍
動
し
、
お
互
い
の

心
技
体
す
べ
て
を
ぶ
っ
つ
け
あ
う
。

日
本
人
が
、
外
国
人
チ
ー
ム
を
ま

る
で
自
国
の
代
表
と
ば
か
り
に
応

援
し
て
い
る
光
景
が
テ
レ
ビ
に
映

し
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
世

界
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
感
さ
え
す

る
。
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
国
際
交

流
が
日
韓
の
開
催
市
、
参
加
国
は

言
う
に
及
ば
ず
、
世
界
の
都
市
の

至
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際

交
流
で
あ
る
。
▼
「
再
見
（
ツ
ァ
イ

ジ
ェ
ン
）
」
・
「
Ｓ
ｅ
ｅ
ｙ
Ｏ
ｕ
ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
」

こ
ん
な
言
葉
が
、
ご
く
自
然
に
。

▼
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
が
設
立

さ
れ
て
、
1
5
周
年
を
迎
え
る
が
、

多
く
の
関
係
者
の
ご
労
苦
に
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

▼
親
善
協
会
に
集
う
仲
間
が
心
を

一
つ
に
し
た
活
動
を
展
開
し
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
地
球
を
築
く
礎
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

（
福
田
）
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